Estamos enviando uma versao em portugues desta edicao para os que nao possuem computador com leitura em japones.
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このメールはご登録いただいた読者の方にのみお送りしています。

キャンセルしたい場合は下記アドレスまでご連絡ください。

prof@fjsp.org.br
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第4号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック4】

学習者にもっと話してもらおう！

【セミナーのご案内】
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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

みなさん、あけましておめでとうございます。（ん？ちょっとおそいか）

新しい年を迎えても、「メルマガこうししつ」はどんどん続きます。読者も少しずつですが増えています。面白いと思った方は、どうぞお友だちにも教えてあげてください。登録はいつでも受け付けていますよお。
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OoOoそっと教える授業のテクニック４　OoOo
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●●●　学習者にもっと話してもらおう！　●●●

　日本では年が変わると気持ちも入れ替えてがんばろう、という人も多いです。きっと年末年始にまとめて休むので、からだも心もリフレッシュ、ということなんでしょう。ブラジルではどうでしょうか。

　そういう意味で、年明けの最初の授業では、

「みなさん、おはようございます。みなさんはどんなお正月でしたか。おしえてください。」

といった感じで始める先生も多いのではないでしょうか。

　でもただ「どうでしたか？」と聞くだけでは、学習者たちもなかなか話してくれませんよね。それも日本語でとなると、なかなか口が重くて、結局先生がたくさん話して終わり、何てこともあると思います。

学習者にたくさん話させるには、彼らが話したくなる、話すことがある、という状態にしてあげることが大切です。話すことがなければ、あるいは話したくなければ、ポルトガル語でだって話しませんよね。

じゃあ、どうしたら話したくなる、あるいは話すことが出てくるか、です。わたしはいつも、学習者が話せること、話したいことを考えて、まとめる時間を作ります。まとめるための方法はいろいろありますが、話す前に紙に絵を描かせたり、簡単な作文をつくってもらうのが、割と効果的なようです。

「みなさん、お正月には何をしましたか。面白かったことや楽しかったことを、この紙に絵で描いてみてください。もちろん、楽しくなかったことでもいいですよ。」

こんな感じです。絵が苦手な人もいるでしょうから、そういう人には「じゃあ、あなたのお正月を漢字一文字で紙に書いてみてください。」のようなことでもいいと思います。

作文の場合ははじめから長い作文を書かせるのではなく、

「お正月になにをしましたか。」

「だれに会いましたか。」

「それはどうでしたか。」

といった一問一答形式で短文を書かせてから、少しまとまった文章にするというのが負担が少なくていいようです。

絵の場合も作文の場合も、先に教師がやってみせるのが大切です。モデルを示すことによって、生徒たちが何をやるべきかがよくわかります。口で何十回も説明するよりずっとわかりやすいです。

わたしはこの方法で、ほとんど雨を見たことがなかったエジプト人の学生が、京都で雪を見てたいへん感動した話や、あるブラジル人の女学生が、恋人が遠くに行ってしまうときに、いつでも帰ってきてくれるようにと旅行カバンをプレゼントした話など、いろいろな感動的な話を聞きました。それもほとんどが初級レベルの日本語です。

コミュニケーションは心のふれあいです。教師が生徒の話をほんとに聞きたいんだ、という気持ちになれば、生徒たちも聞いてほしい、という気持ちになると思います。

みなさんのお正月はどんなお正月でしたか。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo

OoOo　　セミナーのご案内　　OoOo

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo

毎年恒例の日本語教育巡回セミナーが今年も開催されます。講師は当センターの三浦、吉川両講師、日本からは作文教育に詳しい、お茶の水女子大学講師、池田玲子先生をお招きします。

各講師のセミナーテーマと日程は以下のとおりです。みなさんお誘いの上、是非お近くの会場にお越しください。

池田講師「協働学習による日本語の授業ー学習者同士の相互助言活動の方法―」

三浦講師「話す授業の展開―日々の授業にどう話す活動を取り込むかを考えるー」

吉川講師「A Utilização do Português nas Aulas de Língua Japonesa – suas vantagens e desvantagens」

2月7日（土）、8日（日）　サルバドール

2月11日（水）午後7時　サンパウロ日本文化センター大ホール（池田講師のみ）

2月13日（金）、14日（土）　ポルトアレグレ

2月17日（火）、18日（水）　ペルー・リマ（池田、三浦講師のみ）

2月20日（金）、21日（土）　コロンビア・ボゴタ（池田、三浦講師のみ）

OoOoOoOoOoOoOo OoOoOoOoOoOoOoOo

OoOo　　　　おわりに　　　　OoOo

OoOoOoOoOoOoOo OoOoOoOoOoOoOoOo
メルマガ「こうししつ」第4号はいかがでしたでしょうか。

ご案内したとおり、2月には毎年恒例の巡回セミナーが開催されます。詳しいことをお知りになりたい方は、下のアドレスにお問い合わせください。

それでは本日はこのへんで。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
新聞語彙データベースを試験公開中です。
是非一度ご覧下さい
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